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国
立
作
曲
研
究
会
と
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
（
沖
川
）

国く
に
た
ち立
作
曲
研
究
会
と
「
音
楽
新
体
制
」
運
動

─
─
戦
時
下
日
本
の
作
曲
家
に
み
る
抵
抗
の
諸
相
─
─

沖　
　

川　
　

伸　
　

夫

一　

戦
時
抵
抗
研
究
の
現
代
的
意
義
─
─
は
じ
め
に
か
え
て

二　
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
の
展
開
と
そ
の
背
景

三　
『
特
高
月
報
』
に
み
る
「
音
楽
新
体
制
」
運
動

四　

日
本
音
楽
文
化
協
会
の
役
員
人
選
と
「
体
制
内
抵
抗
」

五　

渋
谷
修
と
関
原
利
江
の
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
批
判

六　

解
散
要
請
と
抵
抗
の
エ
ー
ト
ス
─
─
お
わ
り
に
か
え
て

一　

戦
時
抵
抗
研
究
の
現
代
的
意
義
─
─
は
じ
め
に
か
え
て

本
稿
で
採
り
上
げ
る
「
国
立
作
曲
研
究
会
」
は
、
東
京
高
等
音
楽
学
院
（
現
・
国
立
音
楽
大
学
）
作
曲
科
を
卒
業
し
た
若
手
の
作
曲
家
た

ち
に
よ
っ
て
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
ご
ろ
に
誕
生
し
た（（
（

。
自
作
を
も
ち
寄
っ
て
、
相
互
に
批
評
し
合
う
卒
業
生
の
研
究
団
体
で
あ
っ
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た
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
三
八
年
か
ら
私
的
な
内
輪
だ
け
の
集
ま
り
を
改
め
、
楽
壇
に
も
成
果
を
問
う
「
公
的
な
組
織
」
と
し
て
本
格
的
な

活
動
を
始
め
る（（
（

。
二
年
後
の
一
九
四
〇
年
、
新
体
制
運
動
に
便
乗
し
た
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
が
起
こ
る
と
、
日
本
の
音
楽
諸
団
体
は
つ

ぎ
つ
ぎ
と
自
発
的
に
解
散
し
た
。
そ
う
い
っ
た
な
か
で
、
研
究
会
は
解
散
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
自
律
し
た
組
織
形
態

を
維
持
し
、
そ
の
後
も
、
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
た
。

戦
時
下
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
戦
争
宣
伝
と
無
関
係
な
自
由
な
創
作
を
求
め
る
国
立
作
曲
研
究
会
の
継
続
的
活
動
は
、
時
局
に

逆
行
す
る
「
旧
体
制
的
態
度
」
と
非
難
さ
れ
る
行
為
で
あ
り
、「
消
極
的
抵
抗
」（

（
（

の
事
例
と
分
類
し
う
る
。
た
だ
し
、
研
究
会
の
評
価
は
、

「
消
極
的
抵
抗
」
と
い
う
表
面
的
な
意
義
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
継
続
的
な
活
動
へ
と
突
き
動
か
し
た
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
根
っ
こ
に
あ

る
精
神
は
、
今
日
的
課
題
に
応
え
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な
エ
キ
ス
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
音
楽
新
体
制
」
運
動
に
対
し
、
国
立
作
曲
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
う
対
応
し
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
探
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
運
動
を
推
進
し
た
側
の
考
え
方
も
視
野
に
入
れ
、
研
究
会
の
ス
タ
ン
ス
と
比
較
し

て
み
た
い
。「
音
楽
新
体
制
」
運
動
を
め
ぐ
っ
て
表
面
化
し
た
音
楽
家
の
諸
相
の
な
か
で
、
そ
の
後
の
継
続
的
活
動
に
つ
な
が
る
研
究
会

の
特
徴
を
捉
え
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

実
は
、
筆
者
が
こ
の
テ
ー
マ
を
採
り
上
げ
る
の
は
初
め
て
で
は
な
い
。
一
五
年
前
に
、
博
士
論
文
で
扱
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
若

輩
の
身
で
ま
と
め
た
こ
の
論
文
は
、
今
か
ら
み
る
と
ク
リ
ア
で
な
く
、
そ
の
後
も
新
資
料
の
発
掘
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
こ
の
一
五

年
の
間
に
、
時
代
状
況
が
大
き
く
変
転
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
学
問
、
も
っ
と
い
え
ば
歴
史
学
の
置
か
れ
た
状
況
も
変
質
し
、
拙
稿
が
対

象
と
し
た
「
戦
時
抵
抗
」
と
い
う
テ
ー
マ
自
体
、
色
あ
せ
て
し
ま
っ
た
感
す
ら
あ
る（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
民
主
主
義
の
危
機
が
叫
ば
れ
る

現
状
に
お
い
て
、
時
流
に
棹
を
さ
す
プ
ロ
テ
ス
ト
の
精
神
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
戦
時
抵
抗



六
〇
五

国
立
作
曲
研
究
会
と
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楽
新
体
制
」
運
動
（
沖
川
）

の
研
究
が
現
代
的
課
題
と
し
て
重
要
度
を
帯
び
る
な
か
、
あ
ら
た
め
て
本
稿
で
再
考
す
る
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
日

本
の
音
楽
家
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ン
ス
は
、
今
に
活
き
る
指
針
で
あ
り
、
示
唆
に
富
む
も
の
と
い
え
る
。

二　
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
の
展
開
と
そ
の
背
景

一
九
四
〇
年
六
月
、
近
衛
文
麿
が
枢
密
院
議
長
を
辞
任
し
、
新
体
制
運
動
に
乗
り
出
す
こ
と
を
表
明
し
た
。
ナ
チ
ス･

ド
イ
ツ
に
な

ら
っ
た
強
力
な
政
治
指
導
力
を
求
め
る
「
新
体
制
」
と
い
う
か
け
声
は
、
政
治
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
及
び
、「
ナ
チ
ス
・
ブ
ー
ム
」

が
巻
き
起
こ
る
。
音
楽
界
で
も
、
新
体
制
運
動
に
あ
や
か
る
動
き
が
表
面
化
し
た
。「
新
文
化
体
制
」
確
立
の
た
め
、
国
家
目
的
の
達
成

に
総
動
員
で
き
る
一
元
的
な
指
導
体
制
の
実
現
を
目
指
す
、
い
わ
ゆ
る
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
が
推
し
進
め
ら
れ
た（（
（

。

新
体
制
運
動
に
便
乗
し
た
「
音
楽
新
体
制
」
論
が
盛
ん
に
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
四
〇
年
八
月
ご
ろ
か
ら
で
あ
る（（
（

。「
音

楽
新
体
制
」
論
で
は
、
音
楽
家
一
人
ひ
と
り
が
国
家
の
直
面
す
る
問
題
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
、
国
策
に
即
応
し
う
る
一
元
的
団
体
の
早

期
結
成
が
目
標
と
さ
れ
る
一
方
で
、
個
人
主
義
・
自
由
主
義
と
い
っ
た
結
成
を
阻
む
「
旧
体
制
」
の
残
滓
の
一
掃
が
唱
え
ら
れ
た
。
こ
こ

で
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
音
楽
家
の
既
成
の
諸
団
体
と
そ
の
役
員
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
相
変
わ
ら
ず
自
由
な
活
動
を
続
け
る
諸
団

体
は
、
時
局
に
沿
わ
な
い
「
旧
体
制
的
組
織
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
旧
体
制
的
人
物
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
単
純
化
さ
れ
る
。
そ
の

う
え
で
、「
旧
体
制
的
組
織
」
の
即
時
解
散
と
、「
旧
体
制
的
人
物
」
の
総
退
陣
が
強
く
求
め
ら
れ
た（（
（

。

具
体
的
に
、「
音
楽
新
体
制
」
運
動
が
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
運
動
で
い
ち
早
く
動
い
た
の
は
、
山
根
銀
二
・

園
部
三
郎
・
野
村
光
一
と
い
っ
た
当
時
三
〇
代
か
ら
四
〇
代
の
音
楽
評
論
家
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
四
〇
年
九
月
に
「
音
楽
評
論
家
協
議
会
」
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を
発
足
さ
せ
、
同
年
一
一
月
に
は
「
音
楽
評
論
家
団
体
結
成
準
備
会
」
を
設
立
し
、
楽
壇
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
評
論
家
の
統
合
の
た
め

に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
て
い
る（（
（

。
そ
の
一
方
で
、
作
曲
家
と
演
奏
家
の
側
で
は
、
若
い
世
代
で
構
成
し
て
い
た
日
本
現
代
作
曲
家
連

盟
が
中
心
と
な
っ
て
、
積
極
的
に
動
い
た
。
こ
う
し
て
、
大
日
本
音
楽
協
会
の
解
散
を
皮
切
り
に
、
既
存
の
音
楽
諸
団
体
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と

解
消
す
る
。
そ
の
結
果
、
同
年
一
一
月
二
四
日
、
日
本
現
代
作
曲
家
連
盟
な
ど
約
三
〇
の
参
加
団
体
か
ら
な
る
「
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
」

が
結
成
さ
れ
た（（
（

。
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
、
清
瀬
保
二
・
諸
井
三
郎
・
大
木
正
夫
・
山
本
直
忠
な
ど
、「
音
楽
新

体
制
」
運
動
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
「
新
し
い
世
代
」
の
作
曲
家
と
演
奏
家
が
占
め
て
い
る（（（
（

。

新
体
制
運
動
と
軌
を
一
に
し
て
、「
紀
元
二
千
六
百
年
」
に
あ
た
る
一
九
四
〇
年
に
は
、
奉
祝
行
事
が
全
国
各
地
で
盛
ん
に
催
さ
れ
た
。

な
か
で
も
、
音
楽
界
で
は
、
中
止
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
代
わ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
楽
曲
発
表
演
奏

会
」
が
同
年
一
二
月
に
企
画
さ
れ
る
。
国
を
挙
げ
て
の
奉
祝
イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
発
表
演
奏
会
に
向
け
て
、同
年
九
月
に
は
、

新
交
響
楽
団
（
現
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
）
ほ
か
五
団
体
か
ら
な
る
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
交
響
楽
団
」
が
特
別
に
編
成
さ
れ
た
。
こ
う
し

て
当
時
、
各
団
体
が
そ
れ
ま
で
予
定
し
て
い
た
計
画
を
放
棄
し
、
国
家
事
業
に
一
致
協
力
し
て
、「
新
体
制
」
の
奉
祝
交
響
楽
団
に
参
加

し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
演
奏
会
は
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
と
連
動
し
、
楽
壇
の
合
同
気
運
に
拍
車
を
か
け
る
出
来
事
で
あ
っ
た（（（
（

。

他
方
で
、「
音
楽
新
体
制
」
運
動
の
バ
ッ
ク
に
は
、
有
形
無
形
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
作
曲
家

の
原
太
郎
は
『
私
の
青
春
日
記
抄
』
の
な
か
で
、
所
属
し
て
い
た
楽
団
「
プ
ロ
メ
テ
」
の
解
散
の
経
緯
を
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

ぼ
く
は
、「
プ
ロ
メ
テ
」
を
解
散
し
な
け
れ
ば
「
音
楽
文
化
協
会
」
に
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
、
と
主
張
し
た
。
ぼ
く
自
身
は
そ
ん
な
も

の
に
入
る
つ
も
り
は
も
と
か
ら
な
い
け
れ
ど
、君
た
ち
に
し
て
も
「
プ
ロ
メ
テ
」
と
い
う
会
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、な
ぜ
「
音
楽
文
化
協
会
」

に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
理
由
に
な
る
の
か
、そ
ん
な
通
達
を
受
け
た
の
か
、と
ね
。
そ
う
言
う
と
、別
に
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
、と
い
う
の
だ
。
原
・
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山
根
と
い
う
過
去
の
あ
る
人
間
が
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
解
散
す
る
か
ど
う
か
は
「
音
楽
文
化
協
会
」
と
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
解
散
し
な
け
れ

ば
入
れ
て
や
ら
な
い
と
か
、
音
楽
家
と
し
て
メ
シ
を
食
わ
せ
て
や
ら
な
い
ぞ
と
い
わ
れ
た
あ
と
で
考
え
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
わ
け

だ
。そ

の
頃
、「
音
楽
文
化
協
会
」
は
、
結
成
の
準
備
会
を
何
回
か
や
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
こ
に
は
陸
軍
の
軍
人
が
来
て
い
た
と
い
う
話
だ
。
そ
う

い
う
情
報
局
と
か
陸
海
軍
の
軍
人
が
、
い
ろ
ん
な
民
間
団
体
の
と
こ
ろ
へ
監
視
す
る
た
め
に
入
り
こ
ん
で
来
て
い
た
。
…
…（

（（
（

こ
う
い
っ
た
証
言
は
、原
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
実
際
に
、明
文
化
し
た
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
音
楽
新
体
制
」

運
動
に
よ
り
誕
生
し
た
日
本
音
楽
文
化
協
会
に
入
ら
な
け
れ
ば
、活
動
は
続
け
ら
れ
な
い
と
お
互
い
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
そ
の
後
、

他
の
グ
ル
ー
プ
と
同
様
に
、
楽
団
「
プ
ロ
メ
テ
」
も
解
散
し
て
、
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
に
合
流
し
た
。
軍
人
と
官
僚
の
威
圧
的
な
監
視

を
背
景
に
、「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」
と
い
う
焦
燥
感
が
音
楽
家
た
ち
の
間
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
と
推
測
し
う
る
。

三　
『
特
高
月
報
』
に
み
る
「
音
楽
新
体
制
」
運
動

『
特
高
月
報
』
の
な
か
に
は
、「
音
楽
新
体
制
」
運
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
『
特
高
月
報
』
は
、
証
言
の
域

を
超
え
て
、
音
楽
諸
団
体
へ
の
監
視
が
当
時
、
実
際
に
存
在
し
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
資
料
と
い
え
る
。

一
九
四
〇
年
一
一
月
二
四
日
付
の
報
告
に
よ
る
と
、
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
の
結
成
の
経
過
を
、
特
高
は
次
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
。

日
本
現
代
作
曲
家
連
盟
に
あ
り
て
は
、
委
員
長
清
瀬
保
二
、
委
員
大
木
正
夫
等
中
心
と
な
り
、
新
体
制
に
即
応
し
て
広
く
楽
壇
人
を
結
合
せ
る
強
固
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な
る
団
体
を
結
成
し
以
て
、
大
日
本
作
曲
家
協
会
、
日
本
演
奏
家
連
盟
、
新
交
響
楽
団
等
の
諸
団
体
と
協
議
の
結
果
此
度
「
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
」

結
成
の
運
び
に
至
り
た
る
を
以
て
連
盟
を
之
に
発
展
的
解
消
す
べ
く
、
本
日
東
京
市
所
在
教
育
会
館
に
於
て
臨
時
総
会
を
開
催
し
連
盟
を
解
散
、
楽

壇
新
体
制
促
進
同
盟
へ
の
参
加
を
決
議
せ
り
。（
東
京
）（

（（
（

日
本
現
代
作
曲
家
連
盟
が
解
散
し
、
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
に
参
加
す
る
流
れ
を
、
特
高
は
注
視
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
じ
日
付
の
別

の
項
で
は
、
こ
う
伝
え
て
い
る
。

日
本
現
代
作
曲
家
連
盟
、
日
本
演
奏
家
連
盟
、
大
日
本
作
曲
家
協
会
、
新
交
響
楽
団
、
中
央
交
響
楽
団
等
の
諸
団
体
代
表
者
発
起
の
下
に
、
新
体
制

に
即
応
し
将
来
全
楽
団

（
マ
マ
）を
打
つ
て
一
丸
と
す
る
新
組
織
結
成
の
推
新
（
マ
マ
）母
体
と
し
て
、「
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
」
を
組
織
せ
り
。
同
盟
員
中
左
翼

運
動
経
歴
者
多
数
あ
り
、
注
意
中
。（
東
京
）（

（（
（

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、「
音
楽
新
体
制
」
運
動
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
日
本
現
代
作
曲
家
連
盟
の
動
向
に
、
特
高
が
注
目
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
と
り
わ
け
、「
左
翼
運
動
経
歴
者
多
数
あ
り
、
注
意
中
」
と
い
う
ス
ト
レ
ー
ト
な
文
言
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
前
述
の
原

太
郎
の
い
う
「
過
去
の
あ
る
人
間
」
が
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
は
、
一
九
四
一
年
一
月
、
情
報
局
と
協
議
会
を
も
っ
た（（（
（

。
同
月
二
八
日
か
ら
は
、
音
楽
評
論
家
団
体

結
成
準
備
会
と
の
懇
談
も
ス
タ
ー
ト
し
、
両
団
体
か
ら
選
ば
れ
た
七
人
に
よ
る
「
連
絡
委
員
協
議
会
」
が
、
定
款
案
の
作
成
に
当
た
る（（（
（

。

出
来
上
が
っ
た
定
款
案
は
、「
関
係
官
庁
連
絡
協
議
会
」
で
の
審
議
に
移
さ
れ
、
同
年
六
月
に
終
了
し
た（（（
（

。
こ
う
し
て
、
地
な
ら
し
を
経

た
う
え
で
、
同
年
九
月
、
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
と
音
楽
評
論
家
団
体
結
成
準
備
会
が
そ
れ
ぞ
れ
解
散
し
、
政
府
が
助
成
金
を
出
し
て
、

活
動
を
後
押
し
す
る
一
元
的
組
織
「
日
本
音
楽
文
化
協
会
」
が
、
産
声
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。
新
組
織
の
設
立
総
会
は
九
月
一
三
日
、
発
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会
式
は
一
一
月
二
九
日
に
、
い
ず
れ
も
情
報
局
講
堂
で
開
催
さ
れ
た（（（
（

。

四　

日
本
音
楽
文
化
協
会
の
役
員
人
選
と
「
体
制
内
抵
抗
」

日
本
音
楽
文
化
協
会
の
設
立
総
会
で
は
、
情
報
局
の
川
面
隆
三
第
五
部
長
よ
り
、
左
記
の
役
員
人
事
が
発
表
さ
れ
た
。

理
事
長　

辻
荘
一

理
事　
　
（
評
論
部
）　

有
坂
愛
彦
・
園
部
三
郎
・
野
村
光
一
・
山
根
銀
二

　
　
　
　
（
作
曲
部
）　

大
木
正
夫
・
清
瀬
保
二
・
中
山
晋
平
・
諸
井
三
郎

　
　
　
　
（
演
奏
部
）　

井
口
基
成
・
小
森
宗
太
郎
・
鈴
木
鎭
一
・
山
本
直
忠

　
　
　
　
（
教
育
部
）　

井
上
武
士
・
城
多
又
兵
衛
・
柴
田
知
常
・
長
坂
好
子

　
　
　
　
（
国
民
部
）　

奥
田
良
三
・
佐
藤
清
吉
・
田
中
常
彦
・
宮
田
東
峰

監
事　
　

高
野
高
太
郎
・
萩
原
英
一
・
弘
田
龍
太
郎（（（
（

会
長
・
副
会
長
は
発
会
式
で
推
戴
、
指
名
さ
れ
、
徳
川
義
親
が
会
長
に
、
山
田
耕
筰
が
副
会
長
に
決
ま
っ
た（（（
（

。
こ
の
役
員
の
顔
ぶ
れ
に

は
、
二
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
協
会
の
最
も
重
要
な
会
務
を
処
理
す
る
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、「
音
楽
新
体
制
」
運
動
を

終
始
リ
ー
ド
し
て
き
た
「
新
し
い
世
代
」
の
音
楽
家
が
多
く
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
楽
壇
を
代
表
す
る
山
田
耕
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筰
が
副
会
長
に
指
名
さ
れ
て
い
る
が
、
定
款
で
正
副
会
長
に
は
理
事
会
で
の
公
的
発
言
権
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
点
も
無
視

で
き
な
い（（（
（

。
結
局
の
と
こ
ろ
、運
動
を
終
始
リ
ー
ド
し
て
き
た
「
新
し
い
世
代
」
の
人
た
ち
が
新
団
体
の
重
要
ポ
ス
ト
に
就
き
、「
旧
ボ
ス
」

が
最
初
か
ら
カ
ヤ
の
外
の
お
飾
り
の
地
位
に
据
え
ら
れ
て
い
た
。
政
府
と
緊
密
に
連
携
す
る
一
元
的
組
織
の
実
現
と
い
う
、
時
局
の
要
請

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
役
員
人
選
は
、
楽
壇
内
の
新
旧
世
代
の
対
立
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
理
事
に
選
ば
れ
た
「
新
し
い
世
代
」
の
音
楽
家
た
ち
の
な
か
に
は
、
特
高
の
マ
ー
ク
す
る
左
翼
運
動
の
前
歴
者
も
お
り
、「
旧

世
代
」
と
根
本
的
に
異
な
る
問
題
意
識
を
抱
い
て
い
た
。
例
え
ば
、
協
会
の
発
足
に
向
け
て
抱
負
を
語
っ
た
、
次
に
挙
げ
る
新
旧
世
代
の

役
員
の
対
照
的
な
コ
メ
ン
ト
が
、
こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

旧
世
代
に
あ
た
る
山
田
耕
筰
は
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。

い
よ
い
よ
組
織
が
出
来
た
か
ら
こ
れ
か
ら
実
践
で
す
、
厚
生
音
楽
の
奨
励
、
国
民
音
楽
の
樹
立
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
音
楽
創
造
等
こ
れ
か
ら
の
仕

事
は
死
物
狂
ひ
で
や
つ
て
も
片
づ
け
き
れ
ぬ
ほ
ど
沢
山
あ
り
ま
す
、
国
民
の
生
活
に
眼
を
伸
し
新
し
い
音
楽
の
創
造
に
挺
身
し
ま
す（

（（
（

。

そ
の
一
方
で
、
園
部
三
郎
は
座
談
会
「
日
本
音
楽
文
化
協
会
は
如
何
に
し
て
生
れ
た
か
」
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
…
理
事
と
い
ふ
役
目
は
決
し
て
楽
壇
の
諸
氏
の
上
に
立
つ
こ
と
で
な
く
て
、
楽
壇
の
た
め
に
本
当
の
下
働
き
を
す
る
役
目
と
考
へ
て
を
り
ま
す
。

さ
う
い
ふ
意
味
で
大
い
に
楽
壇
の
方
々
の
た
め
に
一
身
を
賭
し
て
働
き
た
い
と
い
ふ
希
望
と
、
も
う
一
つ
は
こ
れ
は
私
が
本
当
の
民
間
人
と
し
て
考

へ
て
ゐ
る
こ
と
で
す
が
、
決
し
て
か
う
い
ふ
時
勢
だ
か
ら
と
云
つ
て
官
庁
側
に
、
所
謂
叩
頭
主
義
を
や
ら
な
い
で
国
民
と
し
て
の
主
張
は
飽
く
迄
も

率
直
に
陳
べ
た
い
と
い
ふ
こ
と
で
す
、
と
同
時
に
国
民
と
し
て
純
粋
に
音
楽
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
て
、
そ
れ
に
依
つ
て
理
事
と
し
て
の
職
務
を
果
し

た
い
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
て
を
り
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
此
処
で
申
上
げ
る
だ
け
で
な
く
理
事
の
諸
氏
も
勿
論
お
考
へ
と
思
ひ
ま
す
し
、
ま
た
情
報
局
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自
体
も
民
間
に
無
闇
矢
鱈
な
干
渉
す
る
と
い
ふ
よ
う
な
考
へ
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
上
田
課
長
［
上
田
俊
次
情
報
局
第
五
部
第
三
課
長
─
引
用
者
］

も
第
一
回
の
理
事
会
で
声
明
さ
れ
て
を
り
ま
す
。
…
…（

（（
（

国
策
に
即
応
し
、「
音
楽
報
国
」
の
実
践
を
「
死
物
狂
ひ
」
で
挺
身
す
る
と
、山
田
は
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、園
部
の
関
心
は
「
楽

壇
の
た
め
に
」
い
か
に
働
く
か
と
い
う
こ
と
と
、「
純
粋
に
音
楽
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
て
」
国
民
と
し
て
の
主
張
を
官
庁
側
に
注
文
す
る

と
い
う
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
監
督
官
庁
の
出
方
も
気
に
し
な
が
ら
、
彼
は
「
飽
く
迄
も
率
直
に
陳
べ
た
い
」
と
、
是
々
非
々
の
姿

勢
で
の
ぞ
む
構
え
さ
え
示
し
て
い
た
。
園
部
は
こ
こ
で
、
自
分
だ
け
で
な
く
他
の
「
理
事
の
諸
氏
も
勿
論
お
考
へ
と
思
ひ
ま
す
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
「
新
世
代
」
の
理
事
の
間
で
は
、
こ
う
い
っ
た
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
一
方
で
、「
情
報
局
自
体
も
民
間
に
無
闇
矢
鱈
な
干
渉
す
る
と
い
ふ
よ
う
な
考
へ
で
な
い
」
と
い
う
、
上
田
課
長
の
声
明
も
引
き

合
い
に
出
し
て
い
た
。
な
ぜ
、
園
部
は
こ
の
声
明
を
も
ち
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
逆
に
い
え
ば
、「
理
事
と
し
て
の
職
務
」
を
果
す
際
、

情
報
局
の
干
渉
は
彼
に
と
っ
て
障
害
で
あ
り
、
幹
部
の
認
識
に
言
及
す
る
こ
と
で
、
あ
え
て
念
押
し
し
て
い
た
と
想
像
し
う
る
。
そ
う
す

る
と
、
こ
の
部
分
は
会
員
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
同
時
に
、
官
庁
側
に
ク
ギ
を
刺
す
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、園
部
の
主
眼
は
、情
報
局
の
干
渉
か
ら
音
楽
家
を
い
か
に
守
る
か
と
い
う
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
体
制
側
に
コ
ミ
ッ

ト
す
る
こ
と
で
、
監
督
官
庁
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
の
が
、
自
ら
の
役
目
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
音
楽
家
の
ス
タ
ン
ス
も
、戦
時
抵
抗
の
一
種
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
「
体
制
内
抵
抗
」
と
も
い
え
る
姿
勢
が
、

彼
の
言
動
に
は
表
れ
て
い
た
。

た
だ
、「
旧
ボ
ス
」
の
排
除
に
当
初
成
功
し
た
と
は
い
え
、
日
本
音
楽
文
化
協
会
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
役

員
の
内
定
が
伝
え
ら
れ
る
に
つ
れ
、「
新
し
い
世
代
」
へ
の
批
判
が
噴
出
し
、
前
途
多
難
の
船
出
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。



六
一
二

五　

渋
谷
修
と
関
原
利
江
の
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
批
判

国
立
作
曲
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
と
日
本
音
楽
文
化
協
会
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
う
対
応
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
音
楽
雑
誌
を
見
る
と
、
渋
谷
修
の
名
前
が
た
び
た
び
載
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
メ
ン
バ
ー
の
な
か
で
は
、
渋
谷

の
論
稿
と
関
原
利
江
の
日
記
し
か
現
在
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
手
が
か
り
と
な
る
資
料
は
少
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
判
明
し
て
い
る
の

は
二
人
の
言
動
の
み
で
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
ス
タ
ン
ス
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
し
か
に
、
渋
谷
と
関
原
の
考
え
は
、
必
ず
し
も
他
の
メ
ン

バ
ー
と
完
全
に
一
致
す
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
先
輩
格
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
彼
ら
の
意
見
は
、
研
究
会
全
体
の
ス
タ
ン
ス
に

影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
無
視
で
き
な
い
二
人
の
コ
メ
ン
ト
を
こ
こ
で
検
討
し
て
み
た
い
。

「
音
楽
新
体
制
」
運
動
の
以
前
か
ら
、
渋
谷
は
関
原
・
村
山
重
任
と
い
っ
た
研
究
会
の
人
た
ち
と
、
日
本
現
代
作
曲
家
連
盟
の
作
品
発

表
会
に
参
加
し
て
い
た（（（
（

。
そ
の
後
、
運
動
の
進
展
に
伴
っ
て
、
連
盟
は
解
散
し
、
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
が
、
引
き
続
き
、

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
同
盟
の
会
合
に
顔
を
出
し
て
、
冷
め
た
視
線
を
送
り
続
け
て
い
た（（（
（

。

例
え
ば
、
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
一
九
四
〇
年
一
一
月
、
こ
の
月
に
発
行
さ
れ
た
『
音
楽
世
界
』
の
座
談
会
「
本
年
度

の
楽
界
の
傾
向
と
特
質
」
に
、
渋
谷
は
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
席
で
の
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

渋
谷　

清
水
さ
ん
、
新
体
制
と
云
ふ
も
の
は
現
在
の
様
な
生
活
情
勢
の
中
に
あ
る
と
思
ふ
の
で
す
。
そ
の
場
合
現
在
の
新
体
制
そ
の
も
の
に
依
存
し

て
、
清
水
さ
ん
は
国
民
音
楽
を
提
唱
さ
れ
る
の
で
す
か
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
新
体
制
と
い
つ
た
問
題
に
対
し
て
の
見
透
し
は
ど
う

考
へ
る
の
で
す
か
。
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清
水　

今
の
動
き
で
す
か
。

渋
谷　

今
日
の
様
な
日
常
生
活
の
動
き
か
ら
、
将
来
が
ど
う
い
ふ
風
に
な
る
か
。

清
水　

今
ま
で
は
一
つ
に
大
同
団
結
し
て
ゐ
た
訳
ぢ
や
な
い
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
か
ら
新
体
制
が
起
る
の
は
当
然
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
各
団
体
が

方
向
を
見
究
め
れ
ば
、
そ
れ
は
一
緒
に
な
る
だ
ら
う
と
思
ふ
の
で
す
。

渋
谷　

で
は
そ
の
将
来
の
見
究
め
は
ど
う
云
つ
た
も
の
で
あ
る
と
お
考
へ
で
す
か
。

清
水　

そ
れ
は
今
私
が
申
上
げ
た
こ
と
で
す
ね
。

渋
谷　

と
い
ふ
と
私
に
は
具
体
的
に
は
分
ら
な
い
。
…
…（

（（
（

こ
の
先
、「
音
楽
新
体
制
」
運
動
が
ど
う
い
う
方
向
に
進
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
渋
谷
は
率
直
な
疑
問
を
、「
音
楽
新
体
制
」
論
を
積
極
的

に
提
唱
す
る
作
曲
家
の
清
水
脩
に
投
げ
か
け
て
い
た
。
だ
が
、
清
水
か
ら
は
、
音
楽
諸
団
体
の
一
元
化
と
い
う
意
義
し
か
語
ら
れ
な
い
。

渋
谷
の
聞
き
た
か
っ
た
こ
と
は
、「
こ
の
運
動
が
果
し
て
芸
術
音
楽
の
発
展
に
つ
な
が
る
の
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
い
で
あ
っ
た
。

一
つ
の
方
向
に
向
か
っ
て
、
躊
躇
な
く
盛
り
上
が
る
新
体
制
運
動
に
便
乗
す
る
こ
と
で
、
芸
術
家
の
自
由
な
創
作
活
動
は
ど
う
な
る
の

か
。
音
楽
家
一
人
ひ
と
り
に
振
り
か
か
っ
て
く
る
今
後
の
問
題
を
、
渋
谷
は
危
惧
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
楽
壇
一
元
化
が
絶
対
視
さ
れ
て

い
く
な
か
で
、
彼
は
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
へ
の
批
判
を
真
正
面
か
ら
論
じ
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
四
一
年
三
月
に
発
表
し
た
「
音
楽
新
体
制
運
動
と
時
代
意
識
」
の
な
か
で
、
渋
谷
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

…
…
今
日
ど
う
云
ふ
条
件
内
に
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
ゐ
る
か
と
云
つ
た
条
件
を
マ
ツ
サ
ツ
し
て
あ
ま
り
に
音
楽
家
と
し
て
無
責
任
な
譲
歩
が
過
し

て
、
完
く
日
和
見
的
な
見
解
に
落
ち
入
つ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
あ
れ
は
あ
れ
、
こ
れ
は
こ
れ
、
何
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
が
結
論
と
な
さ
れ
依
然
と
し

て
楽
壇
の
不
安
の
状
態
は
煙
の
如
く
と
ら
へ
様
の
な
い
道
を
た
ど
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
様
な
内
容
に
図
式
的
な
精
密
な
る
組
織
を
あ
て
は
め
た
と
し
て

も
た
ち
ま
ち
大
き
な
矛
盾
に
撞
着
す
る
だ
ら
う
。
…
…（

（（
（
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現
状
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
、
事
態
に
ズ
ル
ズ
ル
と
妥
協
し
、
日
和
見
的
な
態
度
か
ら
無
責
任
な
譲
歩
を
続
け
る
。
し
か
も
、
一
元
化

に
よ
る
悪
影
響
に
つ
い
て
、
自
己
の
問
題
と
し
て
何
ら
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
う
し
た
同
業
者
の
姿
勢
に
、
渋
谷
は
厳
し
い
視
線
を

向
け
て
い
た
。
自
由
に
内
心
を
表
現
し
、
芸
術
音
楽
へ
と
高
め
る
こ
と
を
追
究
す
る
音
楽
家
に
と
っ
て
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は

何
か
。
そ
れ
は
「
本
質
的
な
も
の
を
み
き
わ
め
」
る
「
知
性
の
深
さ
、
広
さ
」
で
あ
る
と
、
彼
は
訴
え
て
い
る（（（
（

。

「
音
楽
新
体
制
運
動
と
時
代
意
識
」
か
ら
半
年
後
に
発
表
さ
れ
た
「
今
日
の
音
楽
創
造
を
求
め
て
」
は
、
脱
稿
日
が
四
一
年
九
月
六
日

と
な
っ
て
い
る
。
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
と
音
楽
評
論
家
団
体
結
成
準
備
会
が
解
散
し
、
い
よ
い
よ
日
本
音
楽
文
化
協
会
の
設
立
総
会
が

開
か
れ
る
直
前
の
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
渋
谷
の
楽
壇
批
判
は
ボ
ル
テ
ー
ジ
を
上
げ
、
頂
点
に
達
し
て
い
る
。

楽
壇
は
ま
と
ま
ら
な
い
と
云
ふ
こ
と
を
前
提
と
し
て
今
度
の
新
体
制
促
進
同
盟
も
種
々
捉
へ
が
た
き
困
乱
に
当
面
し
た
と
思
ふ
。
然
し
こ
の
困
乱

を
ど
の
様
な
や
り
方
で
切
り
抜
け
て
組
織
立
て
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
、
主
な
る
人
々
が
全
体
の
会
員
を
置
き
ざ
り
に
し
て
音
楽
組
織
と
云
ふ
こ
と
を

法
文
の
作
成
と
云
ふ
こ
と
に
い
つ
か
中
心
が
置
き
か
へ
ら
た
様
に
思
ふ
。
そ
こ
で
作
曲
家
が
今
日
の
楽
壇
に
於
て
優
位
に
置
か
れ
て
ゐ
る
そ
の
人
々

が
そ
の
様
な
こ
と
を
し
て
あ
へ
て
進
ま
せ
た
と
云
ふ
こ
と
の
中
に
現
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
以
前
（
作
曲
部
会
）
に
於
て
音
楽
組
織
は
、
自
己
を

自
覚
し
た
人
々
に
よ
り
先
ず
一
応
の
方
針
が
た
て
ら
れ
、
そ
の
実
行
に
於
て
組
織
的
不
備
欠
陥
を
正
し
拡
大
さ
れ
行
く
と
云
つ
た
方
法
を
述
べ
た
の

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
法
文
の
も
と
に
結
成
し
、
そ
の
運
動
が
展
開
さ
れ
る
な
ら
ば
、
一
応
堅
実
な
も
の
が
出
来
上
る
は
ず
の
様
で
あ
つ
て
、
実

は
見
ぐ
る
し
き
暗
闘
が
介
在
す
る
余
地
を
作
る
こ
と
に
な
る
と
云
ふ
こ
と
を
指
摘
し
た
、
然
る
に
そ
れ
は
暗
か
ら
暗
へ
消
へ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

「
音
楽
新
体
制
」
運
動
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
振
り
か
え
り
な
が
ら
、
渋
谷
は
推
進
者
た
ち
の
性
急
な
進
め
方
を
問
題
視
し
、
新
組
織

の
主
導
権
争
い
に
終
始
す
る
運
動
の
本
質
を
突
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
音
楽
家
は
、
相
変
わ
ら
ず
自
ら
の
問
題
と
し
て
、

関
心
を
も
と
う
と
し
な
い
。
現
状
に
追
随
す
る
音
楽
家
た
ち
に
対
し
、
渋
谷
は
い
ま
一
度
、
こ
う
呼
び
か
け
て
い
た
。
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国
立
作
曲
研
究
会
と
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
（
沖
川
）

そ
の
様
な
中
に
新
た
に
日
本
音
楽
文
化
協
会
が
生
れ
る
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
如
き
性
格
の
中
か
ら
進
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
ど
ん
な
も
の

か
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
云
ふ
一
抹
の
杞
憂
が
、
誰
の
胸
の
中
に
も
掩
ひ
隠
せ
な
い
事
実
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か（

（（
（

。

結
局
の
と
こ
ろ
、
新
体
制
運
動
に
便
乗
し
て
生
ま
れ
た
日
本
音
楽
文
化
協
会
も
、
旧
世
代
か
ら
新
世
代
に
担
い
手
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
、

一
部
の
人
た
ち
が
牛
耳
っ
て
し
ま
う
ボ
ス
化
の
問
題
を
解
消
出
来
な
い
ま
ま
、
旧
態
依
然
と
し
た
楽
壇
の
体
質
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
音
楽
文
化
協
会
に
対
し
て
、
渋
谷
は
最
初
か
ら
疑
念
を
抱
き
、
批
判
の
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
。

渋
谷
は
「
今
日
の
音
楽
創
造
を
求
め
て
」
の
終
わ
り
に
、
左
の
文
章
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

「
真
の
音
楽
芸
術
に
一
生
を
賭
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
犬
や
豚
の
様
に
喰
は
せ
れ
ば
何
ん
で
も
喰
ふ
も
の
で
は
な
か
ら
う
。
音
楽
を
持
つ
て
生
き
様

と
す
る
精
神
は
、
並
べ
ら
れ
た
空
壜
に
注
ぎ
こ
め
れ
ば
何
ん
で
も
入
る
、
さ
う
云
つ
た
精
神
で
は
な
か
ら
う
。」
と
思
ふ
の
で
あ
る（

（（
（

。

文
化
弾
圧
は
進
行
し
て
、
あ
と
三
か
月
で
日
米
開
戦
と
い
う
時
期
に
、
渋
谷
は
「
芸
術
家
」
と
し
て
の
姿
勢
を
、
あ
ら
た
め
て
強
く
問

う
て
い
る
。
い
か
な
る
時
代
に
あ
っ
て
も
、「
社
会
に
対
し
て
真
実
を
示
し
得
る
」（

（（
（

音
楽
家
と
し
て
の
使
命
（
ベ
ル
ー
フ
）
の
欠
如
が
、
自

己
の
存
在
意
義
を
見
失
い
、
身
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
政
治
的
に
差
し
の
べ
ら
れ
た
寛
大
な
手
に
対
し
て
、
彼
は
自
ら
を
律
す
る

禁
欲
姿
勢
・
天
職
意
識
と
い
っ
た
音
楽
家
と
し
て
の
精
神
態
度
（
エ
ー
ト
ス
）
を
つ
か
み
直
し
、
批
判
の
論
拠
に
据
え
て
い
た
。

一
方
、「
音
楽
新
体
制
」
運
動
へ
の
批
判
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い
く
渋
谷
に
対
し
て
、
関
原
利
江
は
こ
の
運
動
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
研
究
会
の
仲
間
と
と
も
に
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
の
会
合
に
出
席
し
た
彼
女
は
、
一
九
四
一
年
一
月
一
二
日

付
の
日
記
に
、
こ
う
記
し
て
い
る
。
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大
木
正
夫
な
ど
と
い
ふ
の
は　

ど
う
し
て

ま
あ
、
あ
ん
な
に　

ば
か
ば
か
し
い
事
を

恥
し
く
も
な
く　

云
へ
る
の
だ
ら
う
。

あ
の
人
の
音
楽
の
通
り
だ
、

作
家
と
い
ふ
も
の
は
な
ん
と
い
つ
て
も
生
活

す
る
事
が
難
し
い
、
生
活
の
反
映
が

必
ず　

現
は
れ
る
と
い
ふ
事
を　

な
に
か
し
ら

は
つ
き
り
感
じ
ら
れ
る（

（（
（

、

渋
谷
だ
け
で
な
く
、
関
原
も
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
に
否
定
的
な
反
応
を
示
し
て
い
た
。
運
動
を
推
進
す
る
作
曲
家
に
対
し
て
、
こ
こ

で
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
渋
谷
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
女
も
自
ら
を
律
す
る
禁
欲
姿
勢
・
厳
格
さ
と
い
っ
た
音
楽
家
と
し
て
の
精
神
態
度

（
エ
ー
ト
ス
）
を
問
題
に
し
、
日
ご
ろ
の
生
活
態
度
が
自
ず
と
作
品
に
表
れ
て
い
る
と
、
手
厳
し
い
評
価
を
加
え
て
い
た
。
実
は
、
研
究
会

メ
ン
バ
ー
の
佐
々
木
栄
治
と
関
原
は
、
こ
う
し
た
組
織
の
一
元
化
を
め
ぐ
る
問
題
に
初
め
て
直
面
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で

に
も
、
似
た
よ
う
な
事
例
を
経
験
し
て
い
た
こ
と
に
、
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

も
と
も
と
、
母
校
の
東
京
高
等
音
楽
学
院
に
は
、「
同
調
会
」
と
い
う
同
窓
会
組
織
が
存
在
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
昭
和
九
年
本
科
卒

業
生
の
有
志
が
「
九
音
会
」
と
い
う
研
究
団
体
を
結
成
し
、
関
原
と
佐
々
木
は
二
つ
の
団
体
に
所
属
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
同

窓
会
組
織
の
一
元
化
と
い
う
理
由
か
ら
、
九
音
会
に
同
調
会
へ
の
合
流
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
た
。
統
合
を
強
い
る
要
求
に
対
し
て
、
関

原
は
『
音
楽
評
論
』
一
九
三
九
年
三
月
号
に
「
背
く
も
の
ゝ
手
紙
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
、
次
の
よ
う
に
猛
反
論
し
て
い
る
。
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曲
研
究
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と
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
（
沖
川
）

私
達
が
九
音
会
と
い
ふ
一
緒
に
卒
業
し
た
人
達
の
級
会
を
持
つ
た
時
も
、
同
調
会
が
あ
る
の
に
一
つ
に
塊
つ
て
と
云
は
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

九
音
会
な
る
も
の
は
非
常
に
親
し
い
級
だ
つ
た
の
で
一
日
に
一
度
く
ら
い
は
逢
ひ
た
い
な
と
、
み
ん
な
で
集
り
、
そ
の
中
に
や
は
り
折
角
こ
う
し

て
各
自
が
勉
強
し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
一
緒
に
音
楽
会
を
開
き
ま
せ
う
と
音
楽
会
を
開
く
、
た
は
い
の
な
い
会
な
の
で
す
。
そ
れ
を
た
だ
十
幾
人
か
が

一
つ
に
纏
つ
た
こ
と
だ
け
で
そ
れ
か
ら
出
来
る
勢
力
が
何
か
し
ら
怖
ろ
し
く
思
ひ
、
表
面
い
ゝ
事
で
す
ね
と
云
ひ
乍
ら
、
さ
う
は
思
は
な
い
態
度
が
、

そ
の
考
へ
方
が
私
は
本
当
に
い
や
だ
と
思
ひ
ま
す
。
結
局
そ
れ
は
自
分
達
を
傷
つ
け
、
自
分
達
を
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
価
値
づ
け
る
も
の
で
は
な
い

の
で
せ
う
か
、
─
─
そ
ん
な
、
た
は
い
の
な
い
勢
力
に
自
分
達
の
力
の
匹
敵
し
な
い
こ
と
を
感
じ
る
と
し
た
ら
で
す
。
─
─

ち
が
ひ
ま
す
か
？（

（（
（

九
音
会
の
活
動
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
彼
女
は
、こ
の
会
を
解
散
さ
せ
る
気
が
毛
頭
な
か
っ
た
。
小
さ
な
研
究
グ
ル
ー
プ
と
い
え
ど
も
、

自
由
な
活
動
を
奪
う
不
合
理
な
圧
力
に
強
く
反
発
し
て
い
た
関
原
の
姿
勢
か
ら
み
て
、「
音
楽
新
体
制
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
同
業

者
の
盲
目
的
な
言
動
に
は
、
違
和
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

関
原
の
日
記
を
見
る
と
、
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
の
会
合
に
は
顔
を
出
し
て
い
る
も
の
の
、
他
の
グ
ル
ー
プ
が
自
発
的
に
解
散
し
て
も
、

国
立
作
曲
研
究
会
の
活
動
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
話
は
出
て
こ
な
い
。
た
だ
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
同
調
を
求
め
る
威
圧
的
な
風
潮
に
お
お

わ
れ
る
な
か
、
自
ら
が
少
数
派
の
異
端
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
く
に
つ
れ
、
孤
立
感
や
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
推
測
し
う
る
。

し
か
し
、
少
数
者
と
な
っ
て
も
、
作
曲
家
と
し
て
の
エ
ー
ト
ス
に
重
き
を
置
く
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
が
、
彼
女
の
精
神
的
な
支

え
で
あ
り
、
不
合
理
な
圧
力
に
対
し
て
、
仲
間
と
と
も
に
研
究
会
を
続
け
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
、
ま
さ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。



六
一
八

六　

解
散
要
請
と
抵
抗
の
エ
ー
ト
ス
─
─
お
わ
り
に
か
え
て

楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
の
役
員
で
あ
っ
た
作
曲
家
の
清
瀬
保
二
は
、「
音
楽
新
体
制
」
運
動
に
関
す
る
メ
モ
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
一
九
四
一
年
九
月
二
日
の
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
常
任
委
員
会
で
、
次
の
よ
う
な
議
題
が
話
し
合
わ
れ
て
い
た
。

　
　

常
任
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
二
日　

午
後
七
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

村
山
ス
タ
ヂ
オ

　
［
中
略
］

一
、
本
同
盟

　
　

本
同
盟
入
会
者
ノ
處
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
国
立
作
曲
家
協
会
」　
（
ハ
ー
プ
協
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
会　
　
　
　

団
体
デ
ナ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
散
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
人
ト
シ
テ

　
　

委
員
総
会
又
ハ
各
部
会
開
催
ノ
件

　
　
　

解
散
通
知
ヲ
出
ス
ベ
キ
団
体
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
立
準
備
委
員
会
［
抹
消
─
原
著
者
］（

（（
（



六
一
九

国
立
作
曲
研
究
会
と
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
（
沖
川
）

こ
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
解
散
す
る
こ
と
な
く
活
動
を
続
け
る
国
立
作
曲
研
究
会
の
扱
い
が
、
議
題
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
日
本
音
楽
文
化
協
会
の
設
立
間
際
に
、
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
は
研
究
会
を
解
散
さ
せ
、
メ
ン
バ
ー
各
人
が
個
人
と
し
て
新
団

体
に
加
わ
る
よ
う
求
め
る
方
針
を
決
め
て
い
た
。
た
し
か
に
、
日
本
音
楽
文
化
協
会
が
誕
生
す
る
と
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
ほ
ぼ
全
員
、

協
会
の
会
員
と
な
っ
て
い
る（（（
（

。
最
終
的
に
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
国
立
作
曲
研
究
会
の
人
た
ち
が
日
本
音
楽
文
化
協
会
に
参
加
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
所
属
し
つ
つ
も
、
協
会
の
活
動
に
は
積
極
的
に

係
わ
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
同
業
者
た
ち
の
圧
力
で
つ
ぶ
さ
れ
か
け
た
研
究
会
は
存
続
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
活
動
を
続

け
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
会
の
継
続
的
活
動
は
、
時
局
に
逆
行
し
、
自
由
主
義
的
な
姿
勢
を
改
め
な
い
「
旧
体
制
的
態
度
」
と
糾
弾
さ

れ
る
行
為
で
あ
っ
た
。
だ
が
、彼
ら
は
少
数
者
を
排
除
す
る
非
難
も
覚
悟
の
う
え
で
行
動
し
て
い
る
。
表
面
上
、さ
さ
や
か
な
研
究
グ
ル
ー

プ
で
は
あ
っ
た
が
、
音
楽
家
と
し
て
の
使
命
・
エ
ー
ト
ス
を
根
っ
こ
に
も
つ
抵
抗
が
、
こ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

そ
も
そ
も
、「
音
楽
新
体
制
」
運
動
は
、
渋
谷
修
が
当
時
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
日
本
の
音
楽
家
に
と
っ
て
、
主
体
的
な
判
断
を
問

わ
れ
る
岐
路
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、
こ
の
運
動
は
、
単
に
楽
壇
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
新
体
制
運
動
を
起

点
に
、
他
の
文
化
領
域
に
も
波
及
し
た
共
通
の
政
治
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
音
楽
新
体
制
」
運
動
は
、
音
楽

家
が
政
治
問
題
に
つ
い
て
主
体
的
な
判
断
を
求
め
ら
れ
る
場
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
を
め
ぐ
っ
て
、
音
楽
家
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
っ
た
反
応
を
示
し
、
対
応
を
と
っ
た
の
か
。
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
関
心
な
く
現
状
に
追
随
す
る
者
、
国
策
に
即
応
し
よ
う
と
積
極
的
に
協
力
す
る
者
、
あ
え
て
体
制
の

側
に
入
っ
て
主
導
権
を
握
り
、
国
家
権
力
に
対
す
る
防
壁
の
存
在
に
な
ろ
う
と
す
る
者
、
作
曲
家
と
し
て
の
エ
ー
ト
ス
を
問
う
こ
と
で
、

あ
く
ま
で
も
運
動
と
一
線
を
画
す
者
な
ど
、
音
楽
家
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
協
力
と
抵
抗
の



六
二
〇

二
元
対
立
と
、
単
純
に
捉
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
そ
こ
で
は
、
音
楽
家
た
ち
の
諸
相
が
見
ら
れ
た
。

し
か
し
、
大
事
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ン
ス
が
存
在
し
た
な
か
で
、
ど
の
ス
タ
ン
ス
が
戦
後
日
本
の
芸
術
音
楽
の
早
期
再
生
に

つ
な
が
っ
た
の
か
、
ま
た
一
方
で
、
ど
の
ス
タ
ン
ス
が
反
省
を
求
め
ら
れ
、
負
の
教
訓
と
し
て
刻
み
込
ま
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

政
治
問
題
に
対
す
る
態
度
と
そ
の
結
果
の
解
明
が
、
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、
そ
の
後
も
、
同
じ
よ
う
な
構
図
が
繰
り
返
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
）
一
九
九
六
年
六
月
一
〇
日
魚
住
源
次
談
話
、
同
年
九
月
二
〇
日
陶
野
恭
子
談
話
に
よ
る
（
文
責
在
筆
者
）。

（
2
）
『
旬
刊
音
楽
新
聞
』
第
二
〇
三
号
、
一
九
三
八
年
一
月
下
旬
号
、
三
頁
参
照
。

（
3
）
家
永
三
郎
『
太
平
洋
戦
争
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）
二
三
五
〜
二
三
九
頁
参
照
。

（
4
）
近
年
の
洋
楽
文
化
史
研
究
の
蓄
積
を
受
け
、
二
〇
一
六
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
で
は
、
近
代
史
部
会
に
お
い
て
、
音
楽
が
テ
ー
マ
に
採

り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
音
楽
家
の
「
戦
時
抵
抗
」
の
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
か
、
フ
ロ
ア
か
ら
「
反
抗
的
音
楽
が
存
在
し
た
の

か
」
と
の
質
問
に
、
報
告
者
は
な
ぜ
か
替
え
歌
の
機
能
と
展
開
し
か
触
れ
な
か
っ
た
（「
近
代
史
部
会
討
論
要
旨
」『
歴
史
学
研
究
』
第
九
五
〇
号
、

二
〇
一
六
年
、
一
一
八
頁
）。
戦
時
期
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
影
響
に
限
ら
ず
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
論
を
通
し

て
、
片
山
敏
彦
の
抵
抗
姿
勢
に
共
感
す
る
作
曲
家
も
現
れ
て
い
る
。
国
立
作
曲
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
も
人
的
関
係
か
ら
、
片
山
と
近
い
位
置
に
浮

標
を
下
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
予
定
調
和
的
な
連
続
性
を
強
調
す
る
研
究
で

は
、「
戦
時
抵
抗
」
の
実
態
が
見
失
わ
れ
、
ま
し
て
や
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
も
底
の
浅
い
「
あ
だ
花
」
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
評
価
に
陥
り
、
本

来
の
意
義
ま
で
も
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
金
原
左
門
「
大
正
期
の
『
開
か
れ
た
社
会
』
─
大
正
期
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
無
限
の
地
下
水
」『
静
岡
県
近
代
史
研
究
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
八
頁
）。

（
5
）
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
、
い
い
か
え
れ
ば
日
本
音
楽
文
化
協
会
の
設
立
過
程
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
戸
ノ
下
達
也
「
戦
時
体
制
下
の
音
楽
界 

─
─
日
本
音
楽
文
化
協
会
の
設
立
ま
で
」（
赤
澤
史
朗
・
北
河
賢
三
編
『
文
化
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
─
─
戦
時
期
日
本
に
お
け
る
文
化
の
光
芒
』
日
本
経

済
評
論
社
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
協
会
設
立
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
戸
ノ
下
達
也
「
音
楽
に
よ
る
国
民
教
化
動
員
─
─
演
奏
家
協

会
、
日
本
音
楽
文
化
協
会
の
活
動
か
ら
」（『
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
第
七
三
号
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。
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国
立
作
曲
研
究
会
と
「
音
楽
新
体
制
」
運
動
（
沖
川
）

（
6
）
特
集
「
新
体
制
と
音
楽
」（『
音
楽
世
界
』
第
一
二
巻
第
八
・
九
号
、
一
九
四
〇
年
）
参
照
。

（
7
）
村
松
道
彌
「
音
楽
新
体
制
そ
の
前
夜
─
─
ま
づ
全
音
楽
団
体
の
総
解
散
が
必
要
」（『
音
楽
倶
楽
部
』
第
七
巻
第
九
号
、
一
九
四
〇
年
）
五
八
〜

六
三
頁
参
照
。

（
8
）
「
楽
壇
新
体
制
の
動
き
」（『
音
楽
評
論
』
第
九
巻
第
一
〇
号
、
一
九
四
〇
年
）
五
七
頁
参
照
。「
音
楽
評
論
家
団
体
結
成
準
備
会
の
成
立
」（（『
音

楽
評
論
』
第
九
巻
第
一
二
号
、
一
九
四
〇
年
）
七
四
〜
七
五
頁
参
照
。

（
9
）
「
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
結
成
さ
る
」（『
音
楽
評
論
』
第
九
巻
第
一
二
号
、
一
九
四
〇
年
）
七
五
～
七
六
頁
参
照
。

（
10
）
園
部
三
郎
『
二
十
世
紀
日
本
文
明
史
8　

音
楽
五
十
年
』（
時
事
通
信
社
、
一
九
五
〇
年
）
一
九
八
頁
参
照
。

（
11
）
中
澤
巠
夫
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
楽
曲
に
就
い
て
」（『
音
楽
評
論
』
第
九
巻
第
一
〇
号
、
一
九
四
〇
年
）
六
六
頁
参
照
。「
紀
元
二
千
六
百
年

奉
祝
楽
曲
発
表
演
奏
会
」
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
小
宮
多
美
江
「
皇
紀
二
千
六
百
年
と
眠
っ
て
い
た
楽
譜
」（『
文
化
評
論
』
第
三
二
四
号
、

一
九
八
八
年
）、
古
川
隆
久
「『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
』
と
対
外
文
化
交
流
」（
近
代
日
本
研
究
会
編
『
年
報
近
代
日
本
研
究
12
・
近
代
日
本
と
情

報
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
が
あ
る
。

（
12
）
原
太
郎
『
私
の
青
春
日
記
抄
』（
同
時
代
社
、
一
九
八
四
年
）
一
一
九
〜
一
二
〇
頁
。

（
13
）
秋
山
邦
晴
「
日
本
の
作
曲
界
の
半
世
紀　

34
」（『
音
楽
芸
術
』
第
三
四
巻
第
一
二
号
、
一
九
七
六
年
）
五
二
〜
五
三
頁
参
照
。

（
14
）
「
運
動
日
誌　

共
産
主
義
運
動　

プ
ロ
文
化　

十
一
月
二
四
日
付
」（
復
刻
、
内
務
省
警
保
局
保
安
課
『
特
高
月
報　

昭
和
十
五
年
十
一
月
分
』）

九
五
頁
。

（
15
）
「
運
動
日
誌　

共
産
主
義
運
動　

プ
ロ
文
化　

十
一
月
二
四
日
付
」（
復
刻
、
内
務
省
警
保
局
保
安
課
『
特
高
月
報　

昭
和
十
五
年
十
二
月
分
』）

一
一
五
頁
。

（
16
）
「
楽
壇
新
体
制
促
進
同
盟
の
中
間
報
告
」（『
音
楽
倶
楽
部
』
第
八
巻
第
二
号
、
一
九
四
一
年
）
一
〇
四
〜
一
〇
八
、
一
二
二
頁
参
照
。

（
17
）
座
談
会
「
日
本
音
楽
文
化
協
会
は
如
何
に
し
て
生
れ
た
か
」（『
音
楽
評
論
』
第
一
〇
巻
第
一
〇
号
、
一
九
四
一
年
）
一
〇
四
〜
一
〇
九
頁
参
照
。

（
18
）
前
掲
、
座
談
会
「
日
本
音
楽
文
化
協
会
は
如
何
に
し
て
生
れ
た
か
」
一
〇
九
頁
参
照
。
関
係
官
庁
連
絡
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
情
報
局
八
人
・

内
務
省
五
人
・
文
部
省
四
人
・
厚
生
省
四
人
・
警
視
庁
一
人
・
大
政
翼
賛
会
三
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

（
19
）
「
日
本
音
楽
文
化
協
会
々
報
」（『
音
楽
文
化
新
聞
』
第
一
号
、
一
九
四
一
年
）
四
頁
参
照
。

（
20
）
「
音
楽
文
化
協
会
の
役
員
決
定
」（『
音
楽
評
論
』
第
一
〇
巻
第
一
〇
号
、
一
九
四
一
年
）
一
一
三
頁
参
照
。

（
21
）
『
音
楽
文
化
新
聞
』
第
一
号
、
一
九
四
一
年
、
七
頁
参
照
。
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（
22
）
堀
内
敬
三
「
楽
友
近
事
」（『
音
楽
之
友
』
第
二
巻
第
九
号
、
一
九
四
二
年
）
六
一
頁
参
照
。

（
23
）
「
日
本
音
楽
文
化
協
会
い
よ
い
よ
発
足
す
」（『
月
刊
楽
譜
』
第
三
〇
巻
第
一
〇
号
、
一
九
四
一
年
）
二
七
頁
。

（
24
）
前
掲
、
座
談
会
「
日
本
音
楽
文
化
協
会
は
如
何
に
し
て
生
れ
た
か
」
一
一
〇
頁
。

（
25
）
「
関
原
利
江
日
記
」（
深
井
李
々
子
氏
所
蔵
）
一
九
三
八
年
一
二
月
一
九
日
付
、
一
九
三
九
年
二
月
一
五
日
付
参
照
。

（
26
）
「
関
原
利
江
日
記
」
一
九
四
一
年
一
月
一
二
日
付
、
同
一
七
日
付
参
照
。

（
27
）
座
談
会
「
本
年
度
楽
界
の
傾
向
と
特
質
」（『
音
楽
世
界
』
第
一
二
巻
第
一
一
号
、
一
九
四
〇
年
）
一
七
頁
。

（
28
）
渋
谷
修
「
音
楽
新
体
制
運
動
と
時
代
意
識
」（『
音
楽
世
界
』
第
一
三
巻
第
三
号
、
一
九
四
一
年
）
六
九
頁
。

（
29
）
前
掲
、
渋
谷
修
「
音
楽
新
体
制
運
動
と
時
代
意
識
」
六
八
頁
。

（
30
）
渋
谷
修
「
今
日
の
音
楽
創
造
を
求
め
て
」（『
音
楽
世
界
』
第
一
三
巻
第
九
号
、
一
九
四
一
年
）
二
八
〜
二
九
頁
。

（
31
）
前
掲
、
渋
谷
修
「
今
日
の
音
楽
創
造
を
求
め
て
」
二
九
頁
。

（
32
）
同
右
。

（
33
）
前
掲
、
渋
谷
修
「
今
日
の
音
楽
創
造
を
求
め
て
」
二
六
頁
。

（
34
）
「
関
原
利
江
日
記
」
一
九
四
一
年
一
月
一
二
日
付
。

（
35
）
関
原
利
江
「
背
く
も
の
ゝ
手
紙
」（『
音
楽
評
論
』
八
巻
三
号
、
一
九
三
九
年
）
七
一
頁
。

（
36
）
「
常
任
委
員
会
（
九
月
二
日
）」（「
清
瀬
保
二
文
庫
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
2
」
資
料
番
号
一
九
九
七
─
二
─
三
─
二
、
明
治
学
院
大
学
図
書
館

付
属
日
本
近
代
音
楽
館
所
蔵
）。

（
37
）
『
社
団
法
人　

日
本
音
楽
文
化
協
会
会
員
名
簿
（
但
シ
大
阪
府
及
京
都
府
支
部
会
員
ヲ
除
ク
）』（
一
九
四
二
年
、
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵
）
一
〜
四
頁
参
照
。
こ
の
名
簿
に
は
、
渋
谷
修
・
佐
々
木
栄
治
・
関
原
利
江
・
村
山
重
任
・
武
本
弘
三
・
村
上
正
治
と
い
っ
た
研
究
会
メ
ン
バ
ー

の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
当
事
者
か
ら
聞
き
と
り
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
深
井
李
々
子
氏
ほ
か
多
く
の
ご
遺
族

を
は
じ
め
、
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
明
治
学
院
大
学
図
書
館
付
属
日
本
近
代
音
楽
館
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
本
学
法
学
部
兼
任
講
師
）


